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たくさんの返信がありました

　

今
号
で
は
、
町
内
小
学
生
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
特
集
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
Ｐ
Ｒ
活
動
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
学
校
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
ア
ン

ケ
ー
ト
の
返
信
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

あ 

と 

が 

き

▼
今
年
の
夏
は
、
猛
暑
、

西
日
本
豪
雨
、
台
風
、
北

海
道
の
地
震
な
ど
自
然
災

害
に
見
舞
わ
れ
た
夏
で
し

た
。

▼
当
町
で
も
、
お
盆
の
大

雨
で
被
害
が
出
て
い
ま
す

が
、
被
害
を
受
け
ら
れ
た

皆
様
に
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。

▼
９
月
定
例
会
は
、
私
に

と
っ
て
初
め
て
の
決
算
審

査
特
別
委
員
会
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
地
元
の
ま

つ
り
も
あ
り
、
と
て
も
忙

し
い
9
月
で
し
た
。

▼
こ
れ
か
ら
寒
く
な
り
ま

す
の
で
体
調
管
理
に
気
を

つ
け
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

      

委
員　

仁
昌
寺  

泰
夫

議会だよりクイズ　

ごしょどん をさがせ！

　議会だよりの中にいる「ごしょどん」をさが

してね。いくついるかな？（イラストのほかに

写真の中にもいるよ。）

　正解者の中から抽選で２人に「いちのへ商品

券」1,000 円分をプレゼントします。

【応募方法】

　はがきに答え、住所、氏名、年齢を記入のう

え、右記まで応募してください。ただし、お一

人様 1通の応募に限らせていただきます。また、

議会だよりに対するご意見、ご感想などがあり

ましたらあわせてご記入ください。

【応募先】

　〒 028-5311

　一戸町高善寺字大川鉢 24-9

　　一戸町議会事務局　クイズ係

【締め切り】　11 月 30 日（金）消印有効

【当選者発表】

　次回号（１月下旬発行予定）で発表します。

【前回の当選者】

　岩間様、上泉様です。おめでとうございます。

ぼくをさがしてね。

ごしょどん

たくさんいるよ。

すみずみまでさがしてね。

奥中山小学校への返信はがき

発
行
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者
／
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戸
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会
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長
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一
戸
小
学
校
で
は
、
６

年
生
27
人
が
６
月
14
日
～

15
日
の
修
学
旅
行
に
お
い

て
仙
台
市
内
、
平
泉
町
で
、

５
年
生
35
人
は
６
月
28
日

～
29
日
の
宿
泊
研
修
に
お

い
て
普
代
村
、
久
慈
駅
で

Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
し

た
。 一

戸
小
学
校

いちのへふるさとＰＲ大使に任命された一戸小学校児童

移動中の電車内でもＰＲ活動を行いました

　

７
月
19
日
に
開
催
さ
れ
た
文
化
審
議
会
世
界
文
化
遺
産
部
会
に
お
い
て
、
ユ
ネ
ス
コ
へ
の

推
薦
候
補
に
御
所
野
遺
跡
を
含
む
「
北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
」
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
町
民
一
丸
と
な
っ
て
推
薦
に
向
け
た
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
今
年
度
は
町
内
５
つ
の
小
学
校
の
５
・
６
年
生
が
、
町
の
Ｐ
Ｒ
大
使
と
し
て
任
命
さ
れ

ま
し
た
。
世
界
文
化
遺
産
登
録
に
向
け
て
御
所
野
遺
跡
や
町
の
観
光
資
源
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の

学
校
の
児
童
た
ち
が
趣
向
を
凝
ら
し
て
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
様
子
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

特集

町内小学生がふるさと「いちのへ」をＰＲ

世界文化遺産登録まであと一歩！

ＰＲ大使はこの名札をつけて活動しました

初めてＰＲ活動をして緊張したけれど

無事にパンフレット、はがき、カード

を配ることができました。もらった人

も笑顔で聞いてくれました。

　

修
学
旅
行
先
で
は
、
急

が
れ
て
い
る
方
に
は
断
ら

れ
る
経
験
も
し
な
が
ら
、

Ｐ
Ｒ
大
使
の
使
命
感
で
計

画
し
て
い
な
か
っ
た
と
こ

ろ
で
も
Ｐ
Ｒ
活
動
を
し
て

き
ま
し
た
。

　

一
戸
小
学
校
で
は
、
修

学
旅
行
で
の
学
習
の
ね
ら

い
を
「
地
域
を
知
り
、
地

域
で
育
ち
、
地
域
を
支
え
、

地
域
を
伝
え
る
児
童
の
育

成
」
と
し
ま
し
た
。

　

活
動
を
通
し
て
、
表
現

力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
の
育
成
も
図
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｒ
活
動
で
は
、
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
ほ
か
に
ア

ン
ケ
ー
ト
の
は
が
き
も
配

布
し
た
と
こ
ろ
、
た
く
さ

ん
の
返
信
は
が
き
が
学
校

に
届
き
ま
し
た
。

　

中
に
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト

の
ほ
か
に
推
薦
候
補
に
選

やっと 1 枚渡せた！

この調子で緊張するけど

頑張ろう！

定
さ
れ
た
新
聞
記
事
を
見

て
、
お
祝
い
の
は
が
き
を

送
っ
て
く
れ
た
方
も
い
ま

し
た
。
自
分
た
ち
の
活
動

に
こ
ん
な
に
も
応
え
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
に
、

と
て
も
あ
り
が
た
い
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま

し
た
。

　

初
め
て
の
Ｐ
Ｒ
活
動
で

し
た
が
、
仙
台
の
方
々
に

御
所
野
遺
跡
を
知
っ
て
も

ら
う
良
い
き
っ
か
け
に
な

っ
た
と
思
い
ま
す
。

推薦決定のお祝いのはがきも届きました

一
戸
南
小
学
校

　

一
戸
南
小
学
校
で
は
、

６
年
生
18
人
が
４
月
26
日

～
27
日
の
修
学
旅
行
に
お

い
て
仙
台
市
内
で
Ｐ
Ｒ
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

　

以
前
か
ら
、
御
所
野
遺

跡
の
Ｐ
Ｒ
新
聞
を
作
成

し
、
修
学
旅
行
で
Ｐ
Ｒ
活

動
を
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
今
年
は
御
所
野
遺
跡

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
博
物

館
か
ら
い
た
だ
い
た
資
料

な
ど
複
数
の
資
料
を
持
っ

て
３
人
１
組
で
Ｐ
Ｒ
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
は
恥
ず
か
し
が

っ
て
声
を
か
け
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
回
数
を
重

ね
る
に
つ
れ
自
信
が
余
裕

と
な
っ
て
表
れ
ま
し
た
。

自
分
た
ち
の
生
ま
れ
た
一

戸
町
の
た
め
、
御
所
野
遺

跡
の
た
め
、
一
生
懸
命
な

様
子
が
見
て
取
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
恥
ず
か
し
い
よ

り
、
伝
え
た
い
気
持
ち
の

方
が
勝
っ
て
、
普
段
お
と

な
し
い
子
も
果
敢
に
声
を

か
け
て
い
ま
し
た
。
仙
台

の
方
々
も
一
生
懸
命
聞
い

以前ＰＲ活動に使用していた新聞
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ＰＲ活動を行う鳥海小児童

　

鳥
海
小
学
校
で
は
６
月

５
日
に
、
５
・
６
年
生
11

人
が
「
い
ち
の
へ
ふ
る
さ

と
Ｐ
Ｒ
大
使
」
に
任
命
さ

れ
ま
し
た
。
町
長
、
教
育

長
よ
り
一
人
一
人
に
写
真

付
き
Ｐ
Ｒ
大
使
の
名
札
を

首
に
か
け
て
も
ら
い
、
素

敵
な
名
札
に
子
ど
も
達
は

大
喜
び
で
し
た
。

　

事
前
に
職
員
室
の
先
生

相
手
に
Ｐ
Ｒ
の
練
習
を
行

い
ま
し
た
。
最
初
は
、
う

ま
く
伝
え
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
先
生
方
に
優
し

く
励
ま
さ
れ
な
が
ら
、
自

分
の
思
い
を
少
し
ず
つ
伝

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

６
月
14
日
～
15
日
の
修

学
旅
行
先
の
仙
台
で
Ｐ
Ｒ

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
初
は
子
ど
も
達
は
緊

張
し
て
動
き
出
せ
な
い
ま

ま
時
間
だ
け
が
過
ぎ
て
い

き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
作

戦
を
変
更
し
、
２
人
１
組

で
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
う
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　

仙
台
の
方
々
は
優
し
い

方
が
多
く
、
子
ど
も
達
の

話
を
聞
い
て
く
れ
、
子
ど

も
達
も
一
戸
町
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
手
に
、
普
段
か

ら
ス
キ
ー
の
大
会
で
な
じ

み
の
あ
る
奥
中
山
高
原
ス

キ
ー
場
や
、
ア
イ
ス
ク
リ

ー
ム
な
ど
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ

を
し
て
い
ま
し
た
。
１
回

成
功
す
る
と
あ
と
は
次
か

ら
次
へ
と
声
を
か
け
る
こ

ＰＲ活動を行う鳥海小児童

Do you have a moment?

（ちょっとよろしいですか？）

青葉城址で外国の方に果敢にＰＲ

中学生にも御所野遺跡をＰＲ
一戸小（左）と一戸南小（右）の御所野遺跡ＰＲ旗

鳥
海
小
学
校

と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

　

自
分
の
思
い
や
考
え
を

伝
え
る
こ
と
は
、
と
て
も

た
い
へ
ん
な
こ
と
で
す

が
、
子
ど
も
達
に
と
っ
て

は
と
て
も
良
い
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

奥
中
山
小
学
校

　

奥
中
山
小
学
校
で
は
、

６
年
生
22
人
が
６
月
13
日

～
14
日
の
修
学
旅
行
に
お

い
て
仙
台
空
港
、
仙
台
駅
、

一
番
商
店
街
で
Ｐ
Ｒ
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

　

一
戸
町
の
観
光
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
使
用
し
、
奥
中

山
高
原
ス
キ
ー
場
や
温

声をかけるのはドキドキ

したけど、「頑張ってる

ね。」と励ましてもらっ

てうれしかったです。

ＰＲ活動を行う奥中山小児童

小
鳥
谷
小
学
校

　

小
鳥
谷
小
学
校
で
は
、

６
月
22
日
に
、
６
年
生
９

人
が
い
ち
の
へ
ふ
る
さ
と

Ｐ
Ｒ
大
使
に
任
命
さ
れ
ま

し
た
。

　

10
月
10
日
に
校
外
学
習

先
の
平
泉
町
で
Ｐ
Ｒ
活
動

を
し
ま
し
た
。

　

詳
細
は
、
次
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

て
、
温
か
く
対
応
し
て
く

れ
る
の
で
、
楽
し
く
な
っ

た
よ
う
で
す
。

　

「
伝
え
る
」
と
い
う
こ

と
は
、
相
手
の
様
子
を
見

な
が
ら
考
え
て
臨
機
応
変

に
話
さ
な
け
れ
ば
伝
わ
り

ま
せ
ん
。
「
伝
え
る
」
と

い
う
こ
と
が
、
き
ち
ん
と

で
き
る
子
ど
も
ガ
イ
ド
を

目
指
し
て
が
ん
ば
っ
て
い

ま
す
。

小鳥谷小学校ＰＲ大使任命式

泉
、
野
菜
や
牛
乳
な
ど
の

Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
は
、
最
初
は

尻
込
み
を
し
て
な
か
な
か

声
を
か
け
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
勇
気
を
振
り
絞

り
ア
タ
ッ
ク
す
る
と
、
仙

台
の
方
々
は
大
変
温
か
い

対
応
で
、
熱
心
に
説
明
を

聞
い
て
く
れ
ま
し
た
。
質

問
も
し
て
い
た
だ
き
、
思

っ
た
以
上
の
反
応
の
良
さ

に
子
ど
も
達
の
表
情
は
笑

顔
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し

た
。
説
明
を
終
え
る
た
び

に
自
信
を
持
ち
、
ど
ん
ど

ん
と
声
を
か
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
に
挟
ん
で
お
渡
し
し

た
「
発
表
ア
ン
ケ
ー
ト
」

の
は
が
き
に
書
か
れ
て
い

た
評
価
と
励
ま
し
の
言
葉

で
、
学
校
に
戻
っ
て
か
ら

も
さ
ら
に
自
信
を
深
め
た

と
こ
ろ
で
す
。
ふ
る
さ
と

一
戸
町
の
良
さ
を
実
感
す

る
良
い
活
動
と
な
り
ま
し

た
。

ふるさとＰＲ大使 「いちのへ」をＰＲ特集 特集
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９
月
定
例
会
を
９
月
６
日
か
ら
20
日
ま
で
15
日
間
の
日
程
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

定
例
会
で
は
報
告
４
件
、
議
案
７
件
、
認
定
８
件
が
提
出
さ
れ
、
平
成
29
年
度
決
算
関
連

の
認
定
８
件
は
、
議
長
を
除
く
全
議
員
で
構
成
す
る
決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
し
審
査

し
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
、
認
定
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
に
は
４
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
町
政
の
諸
課
題
に
つ
い
て
町
の
姿
勢
を
た
だ
し

ま
し
た
。

　

請
願
・
陳
情
（
新
規
１
件
）
は
、
常
任
委
員
会
で
の
審
査
を
経
て
採
択
と
し
、
意
見
書
を

国
に
提
出
し
ま
し
た
。

昨年度整備された第二公設クリニック（一戸森眼科）

　

平
成
29
年
度
は
、
地
域

医
療
対
策
と
し
て
町
民
か

ら
待
望
さ
れ
て
い
た
第
二

公
設
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
眼

科
）
の
整
備
に
加
え
、「
新

た
な
人
の
流
れ
の
創
出
」・

「
豊
か
な
教
育
」
を
目
指

し
、
地
方
創
生
交
付
金
を

活
用
し
た
町
内
観
光
施
設

の
改
修
や
移
住
体
験
住
宅

の
整
備
の
ほ
か
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
利
用
し
た
公
営
塾
を
開

講
す
る
な
ど
、
重
点
目
標

の
事
業
に
投
資
を
集
中
さ

せ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
額
は
、
歳
入
総
額
85
億

８
６
９
８
万
円
に
対
し
、

歳
出
総
額
82
億
６
０
９
８

万
円
で
、
形
式
収
支
は
３
億

２
６
０
０
万
円
と
な
り
ま

し
た
が
、
30
年
度
へ
繰
り

越
す
べ
き
財
源
お
よ
び
28

年
度
実
質
収
支
額
を
控

除
し
た
単
年
度
収
支
は

１
億
７
２
６
３
万
円
の
赤

字
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
の
自
主
財
源
の
総

額
は
、
25
億
６
３
０
７
万

円
で
前
年
度
に
比
べ
２
億

８
０
６
万
円
の
減
、
依
存

財
源
の
総
額
は
、
60

億

２
３
９
１
万
円
で
前
年
度

に
比
べ
３
億
６
５
６
５
万

円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
は
、
第
二
公
設
ク

リ
ニ
ッ
ク
の
建
設
な
ど
に

よ
り
、
前
年
度
に
比
べ

２
億
８
０
８
３
万
円
の
増

と
な
り
ま
し
た
。

（単位：万円）

営業収益 2億8623

営業費用 2億6751

営業利益 1872

営業外収益 6045

営業外費用 2321

経常利益 3724

特別損失 －

当年度純利益 5596

水道事業会計決算（損益計算書）

主な財政指標の状況

区　　　　　分

標準財政規模 50億7353 万円

財政調整基金現在高 15億6101 万円

減債基金現在高 2億3034 万円

国保事業財政調整基金現在高 　－ 万円

土地開発基金現在高 2億226 万円

実質収支比率 3.2 ％

経常収支比率（※１） 92.0 ％

財政力指数 0.33 

実質赤字比率  - ％

連結実質赤字比率  - ％

実質公債費比率（※２） 7.7 ％

将来負担比率（※３） 46.6 ％

額・値

一般会計決算収支状況

金額 摘要

歳入総額 Ａ 85億8698

歳出総額 Ｂ 82億6098

歳入歳出差引額 Ｃ 3億2600 Ａ－Ｂ

翌年度に繰り越すべき財源 Ｄ 1億6276

実質収支 Ｅ 1億6324 Ｃ－Ｄ

単年度収支 Ｆ △1億7263

財政調整基金積立額 Ｇ 1166

繰上償還金 Ｈ 　　－

財政調整基金取り崩し額 Ｉ 1166

実質単年度収支 Ｊ △1億7263 F+G+H-I

（単位：万円）

区　　　　　　分

歳 出
一 般 会 計

民生費  21億1827万円

公債費  9億1558万円

農林費  8億5810万円

教育費  8億1485万円

衛生費  9億3255万円

土木費  6億4602万円

商工費  2億1171万円

消防費  3億6325万円

その他  2億7053万円

82億6098万円

町税  15億5251万円

自主財源  29.8％

依存財源  70.2％
繰入金  7851万円 

諸収入  3億55万円

繰越金  4億4923万円

その他自主財源

  1億8227万円

地方交付税  31億5638万円

町債  8億8230万円

県支出金  8億8728万円

国庫支出金  7億4122万円

その他依存財源

  3億5673万円

85億8698万円

歳 入
一 般 会 計

各会計の決算状況

特別会計決算

区　　　分 歳　入 歳　出 差　引

国民健康保険事業勘定 18億5357 19億6874 (※４) △ 1億1517

土地取得 867 867 －

農業集落排水処理事業 8220 8216 4

下水道事業 2億9795 2億9637 158

個別生活排水処理事業 4124 4111 13

後期高齢者医療 1億3810 1億3801 9

（単位：万円）

平成 29年度決算

地域医療対策として

※１　経常収支比率　町税や普通交付税など毎年収納される一般財源が、人件費、扶助費、借入金の返済

　　など毎年支出しなければならない予算にどのくらい振り向けられているかを表す指標です。この比率

　　が高くなるほど、臨時的な経費に使う財源の余裕が少なくなり、財政運営が厳しくなります。

※２　実質公債費比率　町の借入金の返済などのうち、実質的な負担額の財政規模に対する割合を表す指

　　標です。

※３　将来負担比率　町が出資している法人なども含め、将来町が支払わなければならない借入金の返済

　　金や職員の退職金などの合計額から基金残高や普通交付税で補てんが約束されている額を除いた額の

　　財政規模に対する割合を表す指標です。

歳出の主な事業 （単位：万円）

事　業　名 金額

第二公設クリニック（眼科）新築事業 2億8402

萬代舘附属建物改修事業 3951

旧堀口邸改修事業 3299

奥中山高原センターハウス改修事業 2037

ＩＣＴ活用学習支援事業 1743

就農移住体験住宅整備事業 1449

食育センター空調設備設置事業 1377

総務費  11億3012万円

第二公設クリニック整備

※４　歳入不足額は30年度の歳入から繰り上げて補てんしました。



教
育
費

　

柴
田　

６
月
に
発
生
し

た
大
阪
府
北
部
を
震
源
と

す
る
地
震
で
は
、
通
学
路

に
あ
っ
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

下
敷
き
に
な
り
女
子
児
童

が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
当

町
に
は
、
学
校
周
辺
や
通

学
路
に
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど

危
険
な
場
所
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

民
生
費

　

駒
木　

介
護
施
設
看
護

職
員
養
成
事
業
に
つ
い
て

いちのへ議会だより第205号・平成30年10月26日発行 ８いちのへ議会だより第205号・平成30年10月26日発行９

平成 29 年度決算審査特別委員会での審議内容

総
務
費
・
教
育
費

　　

山
舘　

年
々
、
夏
の
暑

さ
が
厳
し
さ
を
増
し
て
い

ま
す
。
職
場
環
境
や
教
育

環
境
の
整
備
の
た
め
、
小
・

中
学
校
を
含
め
た
町
内
公

共
施
設
へ
ク
ー
ラ
ー
（
空

調
設
備
）
設
置
の
検
討
は

し
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

答　

役
場
庁
舎
に
関
し

て
は
、
元
々
ク
ー
ラ
ー
の

設
置
を
想
定
し
て
建
て
て

町

有

施

設

に

ク
ー
ラ
ー
設
置
は

農
林
費

　

上
平　

多
面
的
機
能
支

払
交
付
金
を
使
っ
て
農
地

お
よ
び
水
路
の
維
持
管
理

を
行
う
場
合
、
農
地
面
積

や
対
象
人
数
の
制
限
は
あ

り
ま
す
か
。

　

答　

面
積
に
つ
い
て
は

制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
人
数
に
つ
い
て
は
、
農

業
者
の
み
で
組
織
さ
れ
る

活
動
組
織
、
ま
た
は
農
業

者
お
よ
び
そ
の
他
の
者
で

組
織
さ
れ
る
活
動
組
織
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
複

数
人
の
団
体
へ
の
交
付
と

な
り
ま
す
。

多
面
的
機
能
支
払
交

付
金
の
交
付
対
象
は

看

護

職

員

養

成

事

業

実

績

は

通
学
路
で
の
危
険

箇

所

の

把

握

は

消
防
費

　

仁
昌
寺　

一
般
質
問
で

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、
機
能
別
消
防
団
員

に
つ
い
て
、
当
町
で
は
導

入
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

機
能
別
消
防
団

員
へ
の
報
酬
は

各学校の保健室への設置を検討

多面的機能支払交付金を利用した農地整備（中里地区）

遠方からの来場者が増えてきています

住みよい町、魅力ある町を目指して

教
育
費

　

菅
野　

７
月
に
世
界
文

化
遺
産
登
録
の
国
内
推
薦

に
選
定
さ
れ
ま
し
た
が
、

最
近
の
世
界
文
化
遺
産
登

録
に
向
け
て
の
取
り
組
み

状
況
を
伺
い
ま
す
。

国
内
推
薦
選
定
後
の

取

り

組

み

状

況

は

商
工
費

　

小
野
寺　

い
わ
て
カ
シ

オ
ペ
ア
ブ
ラ
ン
ド
発
掘
・

発
信
事
業
委
託
料
に
つ
い

て
事
業
内
容
と
実
績
を
伺

い
ま
す
。

　

答　

29
年
度
に
始
ま
っ

た
事
業
で
、
二
戸
地
区
４

市
町
村
と
二
戸
地
域
振
興

セ
ン
タ
ー
と
一
緒
に
県
北

地
方
の
良
い
も
の
を
首
都

圏
に
発
信
す
る
事
業
で

す
。
現
在
は
、
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
を
し
て
い
る
段
階

で
、
本
格
的
に
は
こ
れ
か

ら
実
施
す
る
も
の
で
す
。

カ
シ
オ
ペ
ア
ブ
ラ
ン
ド

発
掘
・
発
信
事
業
実
績
は

利
用
実
績
を
伺
い
ま
す
。

　

答　

株
式
会
社
結
愛

サ
ー
ビ
ス
公
社
と
社
会
福

祉
法
人
慈
孝
会
の
職
員
各

１
人
が
、
こ
の
制
度
を
利

用
し
て
看
護
学
校
に
通
っ

て
い
ま
す
。
株
式
会
社
結

愛
サ
ー
ビ
ス
公
社
に
は

50
万
円
、
社
会
福
祉
法
人

慈
孝
会
に
は
15
万
７
千
円

交
付
し
て
い
ま
す
。

　

答　

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ

を
は
じ
め
、
内
容
を
理
解

し
て
も
ら
う
た
め
に
、
本

や
雑
誌
に
掲
載
も
行
っ
て

い
ま
す
。
最
近
で
は
関
西

方
面
や
四
国
・
九
州
か
ら

の
来
場
者
も
増
え
て
き
ま

し
た
。

導
入
し
た
場
合
、
報
酬
は

支
払
わ
れ
る
の
で
し
ょ
う

か
。

　

答　

身
分
は
非
常
勤
の

特
別
公
務
員
と
な
り
ま
す

の
で
、
基
本
的
に
は
報
酬

は
支
払
わ
れ
ま
す
。
ち
な

み
に
導
入
し
て
い
る
九
戸

村
で
は
、
報
酬
は
年
１
万

円
で
そ
れ
に
加
え
出
動
手

当
が
支
給
さ
れ
て
い
ま

す
。

奥中山高原ブランドに認定されている一戸町の特産品

議
会
費

　

田
頭　

旅
費
の
中
で
も

管
外
行
政
視
察
研
修
の
費

用
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

29
年
度
の
石
川
県
、
岐
阜

県
の
場
合
は
、
総
額
で
ど

の
く
ら
い
か
か
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

　

答　

29
年
度
は
議
員
14

名
が
参
加
し
、
総
額
で
約

２
０
０
万
円
支
出
し
ま
し

た
。 管

外

行

政

視

察

費

用

の

総

額

は

い
る
建
物
で
は
な
い
の

で
、
設
置
は
難
し
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
に

関
し
て
は
現
在
、
パ
ソ
コ

ン
教
室
に
設
置
し
て
い
ま

す
が
、
今
後
は
保
健
室
へ

の
設
置
を
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

答　

学
校
の
敷
地
内
に

１
カ
所
、
危
険
な
ブ
ロ
ッ

ク
塀
が
あ
り
ま
し
た
が
、

既
に
撤
去
し
ま
し
た
。
ま

た
、
通
学
路
に
は
２
カ
所

危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど

が
あ
り
ま
す
が
、
う
回
路

も
あ
る
の
で
、
う
回
路
を

通
学
す
る
よ
う
に
指
導
し

て
い
ま
す
。

教
育
費

　

田
中　

ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
運
行
に
つ
い
て
、
通
学

距
離
が
片
道
４
㎞
の
児
童

生
徒
が
対
象
と
な
る
よ
う

で
す
が
、
子
ど
も
が
少
な

く
集
団
登
校
が
で
き
な
い

状
況
で
事
故
な
ど
が
心
配

さ
れ
ま
す
。
特
例
は
認
め

ら
れ
ま
せ
ん
か
。

答　

規
程
で
は
片
道
４
㎞

以
上
と
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
最
終
的
に
は
校
長

の
判
断
で
対
応
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行

特
例
は
認
め
ら
れ
な
い
か



反  

対

賛  成
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一
般
会
計
と
国
民
健
康

保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計

の
決
算
に
反
対
し
ま
す
。

■
一
般
会
計

　

実
質
収
支
は
黒
字
で
す

が
、
単
年
度
収
支
は
赤
字

と
な
っ
て
い
ま
す
。
町
税

で
の
収
入
未
済
額
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、
使
用

料
や
学
校
給
食
費
な
ど
暮

ら
し
に
密
着
し
た
関
係
で

の
収
入
未
済
額
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
町
民
の
暮
ら
し

の
状
況
と
あ
わ
せ
、
原
因

を
見
極
め
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
ま
す
。
特
に
学
校

給
食
費
の
未
納
に
つ
い
て

は
、
子
ど
も
の
生
活
へ
の

影
響
と
捉
え
、
実
情
を
把

握
し
て
就
学
支
援
対
策
を

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
学
校
給
食
は
、

学
校
教
育
の
一
部
で
あ
り

全
国
的
に
無
料
化
を
実
施

し
て
い
る
と
こ
ろ
も
増
え

て
き
て
い
ま
す
。
当
町
で

も
無
料
化
に
つ
い
て
前
向

き
に
検
討
す
る
こ
と
を
要

望
し
ま
す
。

■
国
民
健
康
保
険
事
業
勘

定
特
別
会
計

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、

町
民
に
と
っ
て
は
重
税
感

の
最
も
強
い
も
の
で
あ

り
、
保
険
税
の
減
税
の
た

め
に
も
病
気
は
早
期
に
発

見
し
早
期
に
治
療
す
る
な

ど
、
町
民
の
健
康
増
進
と

あ
わ
せ
て
解
決
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、
保
険
税
の
減
税

を
強
く
求
め
ま
す
。　

■
一
般
会
計

　

町
民
か
ら
待
望
さ
れ
て

い
た
眼
科
の
第
二
公
設
ク

リ
ニ
ッ
ク
が
整
備
さ
れ
た

こ
と
は
、
県
立
一
戸
病
院

の
診
療
体
制
の
縮
小
が
続

く
現
状
の
中
、
地
域
医
療

対
策
の
大
き
な
前
進
と
し

て
特
筆
す
べ
き
成
果
で

す
。
医
療
の
確
保
に
向
け

た
更
な
る
取
り
組
み
を
期

待
し
ま
す
。

　

教
育
分
野
で
は
地
域
お

こ
し
協
力
隊
を
講
師
と
し

た
公
営
塾
が
開
講
し
ま
し

た
。
子
ど
も
達
に
学
習
習

慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
と

と
も
に
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
な

ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用

で
き
る
能
力
を
養
う
こ
と

が
で
き
る
先
進
的
な
取
り

組
み
で
も
あ
り
、
今
後
の

展
開
に
大
い
に
期
待
す
る

も
の
で
す
。

　

他
に
も
移
住
体
験
住
宅

の
整
備
、
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ

ス
な
ど
の
観
光
施
設
改
修

な
ど
「
新
た
な
人
の
流
れ

の
創
出
」
と
「
豊
か
な
教

育
」
を
重
点
目
標
と
し
た

各
種
施
策
に
積
極
的
に
取

り
組
ま
れ
て
お
り
、
当
町

の
次
の
10
年
に
向
け
た
資

産
が
充
実
し
て
き
た
も
の

と
評
価
し
ま
す
。

■
各
特
別
会
計
、
水
道
会
計

　

独
立
採
算
が
原
則
で
あ

り
、
一
層
の
経
費
削
減
と

事
業
の
効
率
化
に
努
力
す

る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

討 
論

学
校
給
食
費
の
無
料
化

前
向
き
に
検
討
を

町の将来に向けた

資産充実を評価

菅 

野 

敦 

子 

議
員

峠　　勇  男   議員

１　

一
般
会
計
お
よ
び
各

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

⑴
町
税
・
国
民
健
康
保
険

税
な
ど
自
主
財
源
の
収
入

未
済
に
係
る
収
納
状
況
の

改
善
に
努
め
ら
れ
た
い
。

⑵
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

拡
充
等
に
よ
り
、
更
な
る

地
域
振
興
に
努
め
ら
れ
た

い
。

⑶
町
民
の
健
康
増
進
、
疾

病
予
防
対
策
お
よ
び
医
療

給
付
費
抑
制
を
図
る
た

め
、
各
種
健
診
等
の
受
診

率
向
上
に
努
め
ら
れ
た

い
。

⑷
人
命
の
危
険
予
防
お
よ

び
農
産
物
被
害
防
止
の
た

め
、
有
害
鳥
獣
駆
除
の
強

化
に
努
め
ら
れ
た
い
。

⑸
生
ゴ
ミ
対
策
等
の
実
施

に
よ
り
、
更
な
る
町
民
の

ゴ
ミ
減
量
化
へ
の
普
及
啓

発
に
努
め
ら
れ
た
い
。

⑹
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
事

業
に
お
い
て
、
町
の
農
産

物
、
竹
細
工
な
ど
の
特
産

物
の
更
な
る
Ｐ
Ｒ
と
販
路

拡
大
に
努
め
ら
れ
た
い
。

⑺
町
道
維
持
補
修
の
予
算

確
保
等
に
つ
い
て
、
さ
ら

に
努
め
ら
れ
た
い
。

⑻
消
防
団
員
確
保
に
努
め

ら
れ
た
い
。

⑼
御
所
野
遺
跡
を
含
む
観

光
案
内
板
等
の
整
備
に
努

め
ら
れ
た
い
。

⑽
速
や
か
に
災
害
復
旧
へ

の
対
応
に
努
め
ら
れ
た

い
。

⑾
職
場
環
境
や
教
育
環
境

の
整
備
の
た
め
、
小
中
学

校
を
含
め
た
町
内
公
共
施

設
へ
の
空
調
設
備
設
置
の

拡
充
を
図
ら
れ
た
い
。

⑿
特
別
会
計
全
般
に
わ
た

っ
て
は
、
確
実
に
そ
の
特

別
会
計
の
設
置
目
的
の
実

現
が
図
ら
れ
て
い
る
点
を

評
価
す
る
も
の
で
あ
り
、

引
き
続
い
て
経
費
の
合
理

化
、
効
率
化
に
努
め
ら
れ

た
い
。
国
民
健
康
保
険
事

業
に
お
い
て
は
、
財
政
の

健
全
化
に
更
に
努
め
ら
れ

た
い
。

２　

水
道
事
業
会
計

　

水
道
料
金
未
収
金
に
つ

い
て
は
、
件
数
お
よ
び
金

額
が
前
年
度
よ
り
増
え
て

お
り
、
未
収
金
解
消
へ
の

対
応
を
強
く
望
む
。

３　

決
算
審
査
に
お
け
る

個
別
の
意
見
・
要
望

　

決
算
審
査
過
程
に
お
け

る
個
別
の
意
見
・
要
望
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
予
算

の
執
行
に
あ
た
り
、
そ
の

趣
旨
に
沿
う
よ
う
配
慮
さ

れ
た
い
。

山下　正勝

決算審査特別委員長

御所野遺跡の世界遺産登録に向けた周辺整備を
公営塾の今後の展開に期待

給食費無料化へ前向きに検討を

　

平
成
29
年
度
決
算
に
対
す
る
意
見
・
要
望
を
集
約
し
た
結

果
、
次
の
と
お
り
意
見
・
要
望
を
付
す
こ
と
と
し
た
。　

御所野遺跡周辺整備の更なる促進を
平成 29年度決算に対する意見・要望

世界文化遺産登録に向け



◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

３
４
１
９
万
９
千
円
増

額
し
た
も
の
で
す
。

・
主
な
内
容

療
養
給
付
費
国
庫
負
担
金

返
還
金３

２
９
３
万
５
千
円

上空から見た東京電波跡地。建物は体育館以外を今年中に取り壊す予定です。
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賛
否
の
状
況

　

過
疎
対
策
事
業
債
の
充

当
を
予
定
し
て
い
る
事
業

に
つ
い
て
促
進
計
画
に
以

下
の
事
業
を
追
加
し
た
も

の
で
す
。

・
御
所
野
縄
文
公
園
駐
車

場
整
備
事
業

・
橋
梁
補
修
工
事
女
鹿
橋

他
6
橋

・
消
防
屯
所
新
築
事
業

・
街
灯
整
備
事
業

・
小
鳥
谷
診
療
所
備
品
整

備
事
業

・
避
難
所
等
Wi-

Fi
整
備

事
業

◆
経
営
状
況
報
告

・
奥
中
山
高
原
農
協
乳
業

株
式
会
社

・
株
式
会
社
結
愛
サ
ー
ビ

ス
公
社

◆
健
全
化
判
断
比
率
報
告

実
質
公
債
費
比
率　

７
・
７

（
前
年　

７
・
５
）

将
来
負
担
比
率 　

46
・
６

　
　
　

（
前
年　

52
・
５
）

◆
資
金
不
足
比
率
報
告

　

い
ず
れ
の
特
別
会
計
も

資
金
不
足
は
あ
り
ま
せ

ん
。　
　
　

一
般
議
案
１
件
、
補
正
予
算
６
件
、
発
議
案
１
件
は
、
審

議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

報
告

経
営
状
況
報
告
ほ
か

３２４２万円

１７９０万円

１７００万円

  １５００万円

１４０４万円

７６６万円

１３００万円

２６００万円

▲８４８３万円

国民健康保険事業勘定特別会計操出金

学校施設長寿命化計画策定委託料

道の駅等観光施設基本設計委託料

道の駅等観光施設用地取得費

小鳥谷診療所医療機器等備品購入費

奥中山中体育館耐震補強・大規模改造工事設計委託料

農地・農業用施設災害復旧工事測量設計委託料

公共土木施設災害復旧工事測量設計委託料

農山漁村地域整備交付金

一般会計補正予算（第３号、第４号）の主な事業

補
正
予
算

◆
農
業
集
落
排
水
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

１
８
２
万
４
千
円
増
額

し
た
も
の
で
す
。

・
主
な
内
容

修
繕
料

１
８
５
万
２
千
円

◆
下
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

５
０
２
万
２
千
円
減
額

し
た
も
の
で
す
。

・
主
な
内
容　
　

 

給
料
等

◆
個
別
生
活
排
水
処
理
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

　

20
万
２
千
円
減
額
し
た

も
の
で
す
。

・
主
な
内
容　
　

 

給
料
等

過
疎
地
域

自
立
促
進
計
画
変
更

　

地
方
自
治
法
第
96
条
第

２
項
の
規
定
に
基
づ
き
定

め
た
も
の
で
、
議
会
の
議

決
す
べ
き
事
件
を
、
総
合

計
画
の
基
本
構
想
を
策
定

し
、
ま
た
は
変
更
す
る
こ

と
と
し
た
も
の
で
す
。

発
議
案

議
会
の
議
決
す
べ
き

事
件
を
定
め
る
条
例

Welcome to

　　　　Ichinohe!!

東京電波跡地に観光施設建設へ

御所野遺跡　世界文化遺産登録に向け

～  一般議案審議  ～

平成30年第３回一戸町議会定例会 議決結果一覧

上

山

文

雄

中

瀬

春

英

田

村

繁

幸

菅

野

敦

子

駒

木

二

郎

山

下

正

勝

上

　
平

　
栄

一

郎

峠

　

勇

男

柴

田

正

三

田

頭

健

造

小

野

寺

　
美

　
登

仁

昌

寺

　
泰

　
夫

田

中

新

吉

山

舘

章

子

関

連

ペ

ー

ジ

件　　　　　　名番　号

議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　案

認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　定

発
議
案

請

　願

第１号

第２号

第３号

第４号

第５号

第６号

第７号

第１号

第２号

第３号

第４号

第５号

第６号

第７号

第８号

第１号

第２号

第３号

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

●

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

12

12

12

12

12

12

12

６～11

６～11

６～11

６～11

６～11

６～11

６～11

６～11

13

18

18

一戸町過疎地域自立促進計画の変更に関し議決を求めるこ

とについて

平成30年度一戸町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算

（第２号）

平成30年度一戸町農業集落排水事業特別会計補正予算（第

１号）

平成30年度一戸町一般会計補正予算（第３号）

平成30年度一戸町下水道事業特別会計補正予算（第２号）

平成30年度一戸町個別生活排水処理事業特別会計補正予算

（第１号）

平成29年度一戸町国民健康保険事業勘定特別会計歳入歳出

決算の認定について

平成29年度一戸町土地取得特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて

平成29年度一戸町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算

の認定について

平成29年度一戸町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定

について

平成29年度一戸町個別生活排水処理事業特別会計歳入歳出

決算の認定について

平成29年度一戸町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の

認定について

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元を

求める意見書の提出について

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元を

はかるための、2019年度政府予算に係る意見書の提出を求

める請願

平成30年度一戸町一般会計補正予算（第４号）

平成29年度一戸町一般会計歳入歳出決算の認定について

平成29年度一戸町水道事業会計決算の認定について

一戸町議会の議決すべき事件を定める条例の制定について

表の見方：「○」は賛成、「●」は反対、「－」は採決に加わらなかったことを表します。

     上山議長は賛否が同数などの場合にのみ採決に参加します。これ以外は採決に参加しません。
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引
き
下
げ
に
よ
る
影
響
は

町
村
部
へ
の
影
響
は
小
さ
い

生 活 保 護

菅 野 敦 子 議員

　

質
問　

10
月
か
ら
生
活

保
護
費
が
引
き
下
げ
に
な

る
よ
う
で
す
が
、
そ
れ
に

よ
る
影
響
を
伺
い
ま
す
。

ま
た
、
当
町
で
は
何
世
帯
、

何
人
の
方
が
生
活
保
護
費

を
受
給
し
、
総
額
で
い
く

ら
減
額
と
な
り
ま
す
か
。

　

町
長　

10
月
か
ら
の
生

活
扶
助
基
準
の
見
直
し

は
、
一
般
低
所
得
世
帯
の

年
齢
、
世
帯
人
員
お
よ
び

居
住
地
域
別
の
消
費
実
態

と
の
均
衡
を
図
る
よ
う
行

わ
れ
る
も
の
で
、
基
準
額

の
見
直
し
は
、
10
月
か
ら

引き下げによる影響は

県立一戸病院の今後は

医師確保や休止診療科の再開要望
峠 　 勇 男 議員

地

域

医

療

一

般

質

問

　

質
問　

教
育
シ
ス
テ
ム

の
変
更
に
戸
惑
い
、
通
称

「
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
」
と
い

う
現
象
が
発
生
す
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
小
中
一

貫
教
育
な
ど
、
現
行
で
で

き
る
連
携
教
育
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

教
育
長　

最
善
の
教
育

環
境
の
提
供
を
目
指
す
こ

と
は
、
児
童
生
徒
が
「
こ

の
町
に
生
ま
れ
て
良
か
っ

た
」
と
い
う
思
い
を
抱
く

こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え

ま
す
。

　

中
一
ギ
ャ
ッ
プ
へ
の
取

り
組
み
と
し
て
は
、
町
内

の
全
教
職
員
が
加
入
し
て

い
る
「
一
戸
町
教
育
研
究

会
」
と
同
一
中
学
校
区
内

で
組
織
し
て
い
る
「
小
・

中
合
同
研
修
会
」
で
、
小
・

中
の
垣
根
を
越
え
て
お
互

い
に
授
業
を
見
合
う
機
会

の
設
定
や
、
小
・
中
の
教

諭
や
養
護
教
諭
同
士
で
の

情
報
の
共
有
、
中
学
校
へ

の
体
験
入
学
な
ど
様
々
な

こ
と
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み

を
通
し
、
さ
ら
に
小
・
中

学
校
に
お
い
て
目
指
す
方

県立一戸病院を維持するための取り組みは

中
一
ギ
ャ
ッ
プ
へ
の
対
応
は

小
・
中
の
連
携
を
深
め
る

教 育 環 境

　

質
問　

県
立
一
戸
病
院

の
充
実
し
た
運
営
を
維
持

す
る
た
め
の
今
後
の
取
り

組
み
予
定
を
伺
い
ま
す
。

　　

町
長　

毎
年
、
県
に
対

し
て
医
師
確
保
や
休
止
し

て
い
る
診
療
科
の
再
開
な

ど
を
要
望
し
て
お
り
、
昨

年
度
か
ら
は
整
形
外
科
の

常
勤
医
師
確
保
も
要
望
し

て
い
ま
す
。

　

一
戸
病
院
の
一
般
科
病

棟
な
ど
の
機
能
再
編
内
容

に
つ
い
て
は
、
病
院
か
ら

は
、
一
戸
病
院
の
機
能
や

圏
域
で
の
位
置
づ
け
は
基

本
的
に
変
え
な
い
で
地
域

の
医
療
ニ
ー
ズ
の
変
化
に

対
応
す
る
た
め
の
機
能
強

化
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
の
た
め
の
医
療
介

護
の
連
携
強
化
を
図
る
も

の
で
あ
る
こ
と
、
と
い
う

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
回
の
機
能
再
編
で
地

域
包
括
ケ
ア
病
床
の
新
設

や
重
度
認
知
症
デ
イ
・
ケ

ア
の
実
施
が
検
討
さ
れ
て

お
り
、
地
域
住
民
に
と
っ

て
も
利
益
に
な
る
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
、
今
後
も

一
戸
病
院
の
機
能
の
確
保

と
充
実
の
た
め
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

3
年
か
け
て
段
階
的
に
実

施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
見
直
し

の
結
果
、
全
て
の
世
帯
が

引
き
下
げ
と
な
る
も
の
で

は
な
く
、
世
帯
人
員
構
成

や
居
住
地
域
に
よ
っ
て
は

増
額
と
な
る
も
の
も
あ

り
、
さ
ら
に
、
減
額
と
な

る
場
合
で
も
3
年
目
の
減

額
幅
が
現
行
基
準
額
の

５
％
以
内
に
な
る
よ
う
措

置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

今
回
の
見
直
し
で
は
、

都
市
部
の
世
帯
で
減
額
と

な
る
割
合
が
多
く
、
町
村

部
は
見
直
し
に
よ
る
増
減

は
あ
る
も
の
の
影
響
は
小

さ
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

生
活
扶
助
基
準
の
地
域

の
級
地
区
分
は
、
大
都
市

の
「
１
級
地
の
１
」
か
ら

一 般 質 問
  一般質問は、行財政全般にわたり疑問点をただし、町の所信を求めるもので、定例会で行ないます。

  質問は、議員と町長が対面し、一つの質問をして一つの回答を得る「一問一答方式」です。

  通　告　者

　菅　野　敦　子　議員

　峠　　　勇　男　議員

　駒　木　二　郎　議員

　小野寺　美　登　議員

こ
の
ほ
か
に
「
県
道
へ
の
大
雨
対
策
に
つ
い
て
」
も
質

問
し
ま
し
た
。

市
町
村
部
の
「
３
級
地
の

２
」
ま
で
の
６
段
階
に
区

分
さ
れ
、
当
町
は
「
３
級

地
の
２
」
に
該
当
し
ま
す
。

こ
の
地
域
の
見
直
し
額
の

例
を
あ
げ
ま
す
と

①
40
代
夫
婦
と
小
中
学
生

２
人
の
４
人
世
帯
の
場
合

　

16
万
４
千
円

　
　
　

→　

16
万
２
千
円

（
児
童
養
育
加
算
含
む
）

②
40
代
母
と
小
中
学
生
２

人
の
３
人
世
帯
の
場
合

　

16
万
５
千
円

→　

16
万
６
千
円

（
児
童
養
育
加
算
含
む
）

③
65
歳
夫
婦
２
人
世
帯
の

場
合

　

９
万
６
千
円

→　

９
万
９
千
円

④
75
歳
単
身
世
帯
の
場
合

　

６
万
円　

→　

６
万
円

と
な
り
ま
す
。

　

次
に
、
平
成
30
年
９
月

1

日
現
在
、
当
町
で
は

１
６
９
世
帯
、
２
０
７
人

の
方
が
生
活
保
護
を
受
給

し
て
い
ま
す
。

　

見
直
し
に
よ
る
影
響
額

に
つ
い
て
、
振
興
局
に
確

認
し
た
と
こ
ろ
試
算
は
し

て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ

り
ま
し
た
が
、「
３
級
地

の
２
」
に
お
け
る
世
帯
類

型
別
の
見
直
し
後
の
基
準

額
は
、
減
額
す
る
世
帯
も

あ
り
ま
す
が
、
多
く
の
世

帯
類
型
で
増
額
と
な
る
こ

と
か
ら
、
総
額
で
は
、
減

額
と
な
る
こ
と
は
な
い
と

見
込
ん
で
い
ま
す
。

向
を
一
つ
に
し
て
学
習
指

導
法
や
学
習
規
律
の
共

有
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
同
士
の
協
力

な
ど
に
よ
り
小
・
中
の
連

携
を
深
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み

の
次
の
段
階
と
し
て
、
小

中
一
貫
教
育
が
あ
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

小・中の連携を深めていきます



いちのへ議会だより第205号・平成30年10月26日発行 16いちのへ議会だより第201号・平成30年10月26日発行17

機
能
別
消
防
団
員
の
導
入
は

各
分
団
の
実
情
に
合
わ
せ
情
報
提
供

消 防 団

駒 木 二 郎 議員

一

般

質

問

小中一貫教育への考えは

子どもにどのような教育が最善か検討

教

育

制

度

　

質
問　

消
防
団
員
の
な

り
手
不
足
を
解
消
す
る
目

的
で
「
機
能
別
消
防
団
員
」

制
度
が
あ
り
ま
す
が
、
当

町
で
の
導
入
予
定
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

　

町
長　

機
能
別
消
防
団

員
は
、
能
力
や
実
情
に
応

じ
て
特
定
の
活
動
に
の
み

参
加
す
る
消
防
団
員
の
こ

と
で
す
。

　

当
町
消
防
団
に
お
い
て

　

質
問　

小
中
一
貫
教
育

に
つ
い
て
、
教
育
長
の
考

え
を
伺
い
ま
す
。

　

教
育
長　

当
町
の
現
在

の
状
況
に
お
い
て
は
小
・

中
の
校
長
、
教
職
員
同
士

の
連
携
を
深
め
て
そ
れ
を

教
育
委
員
会
が
支
援
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

将
来
的
に
は
地
理
的
な
条

件
な
ど
も
踏
ま
え
て
子
ど

も
達
に
と
っ
て
ど
の
よ
う

な
教
育
が
最
善
で
あ
る
か

中
学
校
区
ご
と
に
今
後
検

討
を
重
ね
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

も
こ
の
制
度
は
、
消
防
団

活
動
の
支
援
策
と
し
て
有

効
な
方
法
で
あ
る
と
感
じ

て
い
ま
す
し
、
機
能
別
消

防
団
員
に
よ
る
後
方
支
援

は
、
現
役
の
消
防
団
員
の

負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
も

の
と
考
え
ま
す
。

　

一
方
で
、
消
防
団
Ｏ
Ｂ

と
協
力
協
定
を
結
び
、
有

事
に
備
え
て
い
る
分
団
も

あ
り
ま
す
。

　

消
防
団
の
判
断
に
よ
り

ま
す
が
、
各
分
団
の
実
情

に
合
わ
せ
、
同
制
度
や
消

防
団
に
協
力
で
き
る
人
材

確
保
策
を
地
域
や
分
団
に

情
報
提
供
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

機能別消防団員は消防団活動の支援策として有効です

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
の

成
果
を
い
か
し
な
が
ら
、

「
一
の
教
育
」
を
基
盤
と

し
て
、
幼
児
教
育
と
義
務

教
育
を
通
じ
て
「
育
み
た

い
力
」を
明
確
に
し
、幼
保
・

小
・
中
の
各
段
階
で
一
貫

し
て
そ
の
力
の
育
成
を
図

り
た
い
と
考
え
て
お
り
、

幼
児
教
育
、
義
務
教
育
の

12
年
間
を
見
通
し
た
教
育

の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討

を
深
め
、
更
な
る
充
実
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

今後の対策は

地域の意見を伺いながら対応
小 野 寺 美 登 議員

大

雨

災

害

一

般

質

問

　

質
問　

８
月
15
日
か
ら

16
日
に
か
け
て
大
雨
が
降

り
、
各
地
で
土
砂
崩
れ
な

ど
が
発
生
し
ま
し
た
。
私

の
地
元
の
地
区
で
も
、
大

雨
の
た
び
に
用
排
水
路
が

あ
ふ
れ
、
地
域
の
方
々
が

片
付
け
に
大
変
な
思
い
を

し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
こ
の
よ
う
な

被
害
が
発
生
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
が
、
対
策

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

町
長　

ご
指
摘
の
現
地

は
、
用
排
水
路
ま
た
は
青

線
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
そ
の
排
水
が
受
桝
も

な
く
、
直
接
町
道
な
ど
の

側
溝
へ
Ｔ
字
型
に
接
続
し

て
い
る
状
況
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
そ
の
た
め
、
大
雨

時
に
は
、
山
か
ら
の
沢
水

と
と
も
に
土
砂
が
流
れ
、

側
溝
で
は
呑
み
き
れ
ず
に

溢
れ
出
る
状
況
と
推
測
さ

れ
ま
す
。

　

今
後
の
対
応
と
し
て

は
、
現
地
を
調
査
し
た
う

え
で
、
受
桝
を
設
置
し
道

路
を
横
断
し
て
直
接
川
な

ど
に
流
す
方
法
や
、
排
水

路
の
切
り
替
え
な
ど
も
含

め
、
地
域
の
皆
様
の
意
見

を
伺
い
な
が
ら
、
排
水
対

策
に
つ
い
て
検
討
し
、
対

応
し
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

８月 15 日から 16 日にかけての豪雨に

よる土砂崩れ（女鹿地区）

案
内
板
の
設
置
は

戦
略
的
な
案
内
が
で
き
る
よ
う
設
置

観 光 施 設

　

質
問　

御
所
野
遺
跡
を

含
む
北
海
道
・
北
東
北
縄

文
遺
跡
群
が
世
界
遺
産
登

録
で
の
国
内
推
薦
を
受

け
、
観
光
客
が
増
加
す
る

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
観
光

施
設
の
案
内
板
が
殆
ど
な

い
状
態
で
す
。
早
期
設
置

を
望
み
ま
す
が
、
町
長
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。

　

町
長　

今
後
増
加
が
見

込
ま
れ
る
観
光
客
の
た
め

の
新
た
な
観
光
施
設
と
し

て
、
道
の
駅
登
録
を
前
提

と
し
た
施
設
を
整
備
し
て

い
き
ま
す
が
、
こ
の
施
設

を
起
点
と
し
て
町
内
だ
け

で
は
な
く
県
北
圏
域
や
県

内
観
光
地
へ
も
誘
導
す
る

機
能
も
付
加
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

多
様
な
設
置
主
体
が
そ

れ
ぞ
れ
の
目
的
に
応
じ
て

案
内
標
識
を
設
置
す
る
こ

と
で
、
観
光
客
が
複
数
の

観
光
地
を
ル
ー
ト
化
し
て

移
動
す
る
時
に
は
、
不
親

切
な
表
示
と
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

各
設
置
主
体
が
連
携
し
て

地
域
全
体
で
戦
略
的
な
案

内
、
誘
導
が
で
き
る
よ
う

案
内
標
識
の
設
置
を
進
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
自
家
用
車
利

用
者
の
た
め
の
案
内
標
識

は
不
足
し
て
い
ま
す
の

で
、
既
存
の
も
の
を
修
繕

し
つ
つ
、
必
要
箇
所
へ
の

追
加
設
置
を
早
急
に
進
め

ま
す
。

戦略的に案内板の設置を進めます

幼児教育・義務教育を見通した教育のあ

り方について検討を深めます
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７
月
23
日
、
北
部
地
区

町
村
議
会
議
長
会
議
員
研

修
会
が
岩
泉
町
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

北
部
地
区
町
村
議
会
議

長
会
は
九
戸
郡
内
４
町
村

（
洋
野
町
、
軽
米
町
、
九

戸
村
、
野
田
村
）
と
当
町

で
構
成
さ
れ
、
当
日
は
議

会
議
員
63
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
ま
ず
平

成
28
年
８
月
に
台
風
10
号

で
被
災
し
た
岩
泉
乳
業
株

式
会
社
の
工
場
を
見
学
し

請願・意見書
　　今期定例会では請願１件が提出され、委員会の審査後、本会議で採択されました。

　また、議員発議された意見書１件は可決され、関係機関に提出されました。

◎
教
職
員
定
数
改
善
と
義

務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

２
分
の
１
復
元
を
は
か
る

た
め
の
、
２
０
１
９
年
度

政
府
予
算
に
係
る
意
見
書

の
提
出
を
求
め
る
請
願

（
総
務
教
育
民
生
常
任
委

員
会
）

▼
審
査
内
容

　

教
職
員
の
長
時
間
労
働

が
日
常
化
し
て
い
る
状
況

で
は
、
児
童
生
徒
に
も
悪

影
響
が
及
ぶ
と
考
え
ら

れ
、
早
急
に
是
正
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
全
国
ど
こ

に
住
ん
で
い
て
も
一
定
水

準
の
教
育
を
受
け
る
こ
と

は
憲
法
で
保
障
さ
れ
て
い

る
権
利
で
あ
り
、
こ
れ
を

維
持
す
る
た
め
の
条
件
整

議会傍聴・議会中継をご利用ください
　12 月定例会は 12 月上旬開会予定です。会期が決定後、一戸町の

ホームページなどでお知らせいたします。

　議会傍聴と町ホームページでの議会中継のライブとオンデマンド

をぜひご利用ください。
　http://www.town.ichinohe.iwate.jp/　議会中継をクリック！

町ホームページのトップページ右下

請
　
願

共
通
す
る
地
域
課
題
解
決
に
向
け
て

北

部

地

区

町

村

議

会

議

長

会

カ
シ
オ
ペ
ア
連
邦
議
会
議
員
協
議
会

近
隣
町
村
議
会
と
の
研
修
会

ま
し
た
。
そ
の
後
、
岩
泉

町
危
機
管
理
課
お
よ
び
復

興
課
の
職
員
よ
り
、
当
時

の
被
害
の
状
況
や
、
町
や

町
議
会
の
対
応
、
そ
の
後

の
復
興
に
向
け
た
取
り
組

み
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

○
教
職
員
定
数
改
善
と
義

務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

２
分
の
１
復
元
を
求
め
る

意
見
書

　
▼
要
望
事
項

１　

計
画
的
な
教
職
員
定

数
改
善
を
推
進
す
る
こ

と
。

　
２　

教
育
の
機
会
均
等
と

水
準
の
維
持
向
上
を
は
か

る
た
め
、
義
務
教
育
費
国

庫
負
担
制
度
の
負
担
割
合

を
２
分
の
１
に
復
元
す
る

こ
と
。

▼
提
出
先

内
閣
総
理
大
臣
、
財
務
大

臣
、
総
務
大
臣
、
文
部
科

学
大
臣
、
衆
議
院
議
長
、

参
議
院
議
長

北
部
地
区

カ
シ
オ
ペ
ア

一定水準の教育を受けることは憲法で保障されています

写真上・中：岩泉乳業㈱工場内の様子

　　  写真下：説明を聞く議員

講師の県北広域振興局千葉副局長 意
見
書

備
も
必
要
で
あ
る
と
判
断

し
ま
し
た
。
ま
た
昨
年
６

月
定
例
会
に
も
趣
旨
が
同

様
で
あ
り
ま
す
請
願
を
本

会
議
に
お
い
て
採
択
し
て

お
り
、
今
回
も
「
採
択
」

と
し
た
も
の
で
す
。

　

７
月
25
日
、
カ
シ
オ
ペ

ア
連
邦
議
会
議
員
協
議
会

総
会
お
よ
び
研
修
会
が
二

戸
市
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

カ
シ
オ
ペ
ア
連
邦
議
会

議
員
協
議
会
は
二
戸
広
域

４
市
町
村
（
二
戸
市
、
軽

米
町
、
九
戸
村
、
一
戸
町
）

で
構
成
さ
れ
、
当
日
は
議

会
議
員
53
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

総
会
で
は
、
昨
年
度
の

事
業
報
告
や
決
算
、
今
年

度
の
事
業
計
画
や
予
算
が

報
告
・
提
案
さ
れ
、
す
べ

て
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　

総
会
後
の
研
修
会
で
は

「
二
戸
地
域
に
お
け
る
振

興
施
策
等
に
つ
い
て
」
と

題
し
、
岩
手
県
県
北
広
域

振
興
局
の
千
葉
副
局
長
よ

り
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
10
月
15
日
に
は

カ
シ
オ
ペ
ア
連
邦
議
会
議

員
協
議
会
議
員
活
動
推
進

交
流
会
が
九
戸
村
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
「
議
会
力

に
期
待
す
る
も
の
―
世
界

遺
産
登
録
の
取
り
組
み
か

ら
広
域
振
興
へ
―
」
と
題

し
、
平
泉
町
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
の
八
重
樫
課
長
よ

り
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

講演を聞く議員

（写真：教育委員と総務教育民生常任委員との学校視察の様子）
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宗
像
市
は
、
北
九
州
市

と
福
岡
市
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
約
30
㎞
に
位
置
す
る
良

好
な
立
地
の
住
宅
都
市
で

す
。
平
成
15
年
に
玄
海
町

と
、
平
成
17
年
に
大
島
村

と
の
合
併
に
よ
り
人
口
約

９
万
７
千
人
、
面
積
約

１
２
０
㎢
の
現
在
の
宗
像

市
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
玄
界
灘
に
浮

か
ぶ
「
神
宿
る
島
」
宗
像
・

沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群

が
、
平
成
29
年
７
月
に
世

界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ

ま
し
た
。

　

宗
像
市
で
は
、
平
成
18

年
度
か
ら
全
て
の
中
学
校

区
で
児
童
生
徒
の
課
題
を

明
ら
か
に
し
、
そ
の
解
決

に
向
け
て
多
様
な
小
中
一

貫
教
育
の
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結

果
、
学
習
規
律
・
学
習
態

度
・
学
力
の
向
上
、
各
中

学
校
区
に
お
け
る
指
導
方

法
の
一
貫
、
学
校
に
お
け

る
組
織
体
制
の
確
立
、
家

庭
・
地
域
と
の
連
携
等
の

成
果
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。
生
き

る
力
と
し
て
の
確
か
な
学

力
、
豊
か
な
心
、
健
や
か

な
体
を
育
む
学
校
力
を
向

上
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、

小
中
一
貫
教
育
の
更
な
る

推
進
を
目
指
す
と
の
こ
と

で
す
。

　

小
中
一
貫
教
育
と
い
え

　

７
月
17
日
か
ら
20
日
の
日
程
で
、
福
岡
県
宗
像
市
と
大

分
県
竹
田
市
を
視
察
し
ま
し
た
。

小
中
一
貫
教
育
と

神
宿
る
島

福
岡
県
宗
像
市

竹田市での研修の様子

仁 昌 寺 泰 夫  議 員

報 告 者

宗像市での研修の様子

　

竹
田
市
は
大
分
県
の
西

南
部
に
位
置
し
、
人
口
約

２
万
２
千
人
、
面
積
約

４
７
７
㎢
で
そ
の
69
％
が

山
林
原
野
で
占
め
ら
れ
て

お
り
、
周
囲
を
九
重
連

山
、
阿
蘇
外
輪
山
、
祖
母

傾
連
山
な
ど
の
九
州
を
代

表
す
る
山
々
に
囲
ま
れ
て

い
ま
す
。
市
内
各
地
に
温

宗像市役所庁舎

※　交際費の主な分類

区　分 祝　金 慶事、式典、祝賀会、各種懇親会等の祝金など

祝　金 ５件 25,000円 ５件 25,000円 １件 5,000円 会　費 慶事、各種懇談会等の会費

会　費 － － １件 8,100円 １件 10,000円 見舞金 病気、入院等の見舞金

見舞金 － － － － － － 弔慰金 香典など

弔慰金 － － － － － － 接　遇 視察来訪等の賄い、視察先へのお土産など

接　遇 ２件 30,360円 ２件 4,960円 － －

◎　平成30年７月～９月執行状況

７月 ８月 ９月

議長などが議会を代表し対外的な行事などへ出席する際の経費です。７月～９月の執行状況をお知らせします。議
長
交
際
費

竹田市パンフレットと竹田市役所庁舎

ば
小
・
中
同
じ
校
舎
に
入

っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
宗
像
市
で
は
一

緒
の
所
も
あ
れ
ば
別
々
の

所
も
あ
り
驚
き
ま
し
た

が
、
小
中
共
通
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
使
う
学
校
を
一

貫
校
と
位
置
づ
け
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

中
学
の
先
生
が
小
学
校

で
英
語
の
授
業
を
し
た

り
、
小
学
校
で
教
科
担
任

制
を
取
り
入
れ
た
り
、
先

生
が
小
・
中
学
校
間
を
行

き
来
し
て
や
っ
て
い
る
と

の
事
で
す
。　
　
　
　
　

　

同
じ
中
学
校
区
に
あ
る

移
住
・
定
住
対
策

大
分
県
竹
田
市

泉
を
有
し
、
近
隣
に
は
別

府
・
湯
布
院
な
ど
知
名
度

の
高
い
温
泉
地
を
控
え
て

お
り
、
大
自
然
の
恵
み
を

活
か
し
た
農
業
や
観
光
が

基
幹
産
業
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

少
子
・
高
齢
化
・
過
疎

化
を
ど
う
克
服
す
る
の

か
、
こ
れ
に
対
応
す
る
た

め
農
村
の
受
け
皿
と
し
て

の
位
置
を
明
確
に
し
て
移

住
・
定
住
を
促
進
す
る
と

小
・
中
学
校
が
共
通
の
目

標
を
設
定
し
、
こ
の
目
標

に
向
け
て
、
小
・
中
の
教

職
員
が
協
働
し
て
義
務
教

育
９
年
間
の
一
貫
し
た
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
に
基
づ
い
て

実
施
す
る
教
育
に
取
り
組

ん
で
い
る
そ
う
で
す
。　

　

そ
の
結
果
と
し
て
、
国

語
、
算
数
・
数
学
の
学
力

が
高
く
な
り
、
ま
た
学
ぶ

意
欲
も
高
ま
っ
た
と
い
う

調
査
結
果
が
出
て
い
ま
し

た
。

　

当
町
で
も
活
か
せ
る
物

が
あ
れ
ば
参
考
に
し
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

い
う
こ
と
で
全
国
に
先
駆

け
て
平
成
21
年
「
農
村
回

帰
」
を
宣
言
し
ま
し
た
。

　

移
住
希
望
者
の
相
談
に

対
応
す
る
た
め
農
村
回
帰

支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
立

し
、
移
住
相
談
の
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
化
を
実
現
し
て
い

ま
す
。

　

移
住
者
に
移
住
先
の
慣

習
や
共
同
作
業
な
ど
の
情

報
を
教
え
、
移
住
先
の
住

民
と
の
良
好
な
関
係
を
築

く
た
め
の
役
割
を
担
う
集

落
支
援
員
を
配
置
し
、
移

住
先
の
住
民
と
移
住
者
の

間
に
入
り
、
移
住
が
ス
ム

ー
ズ
に
行
わ
れ
る
よ
う
に

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
そ
う

で
す
。

　

農
村
回
帰
の
推
進
と
リ

ン
ク
す
る
総
合
戦
略
の
ひ

と
つ
と
し
て
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
を
採
用
し
、
全

国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

採
用
実
績
を
誇
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
中
に
は
、
竹
工
芸

家
、
彫
刻
家
、
木
工
芸
家

な
ど
ア
ー
ト
系
・
ク
リ
エ

ー
タ
ー
系
も
多
く
、
廃
校

舎
な
ど
を
そ
の
ア
ト
リ
エ

と
し
て
活
用
し
て
い
る
そ

う
で
す
。

小中一貫教育と移住定住への取り組み

福岡県宗
むなかた

像市・大分県竹
たけた

田市　

管外行政視察研修報告


